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給付・助成の上限額 制度名称・説明 問合せ先 制度の詳細

売
上
が
減
っ
た

【国】

法人	 200万円
個人事業主	100万円

【香川県】
	 20万円

持続化給付金
＊家賃等の固定費が負担な場合など、事業全般に広く使える給付金
　【要　　件】1月以降の任意の月の売上が前年同月比▲50％以上の事業者
　【給付対象】昨年1年間の売上減少分を上限に、最大左記の額を給付
　【申請期限】2021年1月15日まで	経産省・中小企業庁
香川県持続化応援給付金
　【要　　件】国の持続化給付金を受けた事業者
　【給 付 額】一律20万円
　【申請期限】2021年3月1日

持続化給付金事業
コールセンター
　0120-115-570
　［日曜～金曜］
　8：30～19：00
　03-6831-0613
　（通話料がかかります）

香川県持続化応援給付金
コールセンター
　電話：087-832-3881
（午前9時から午後5時ま
で、休日・土日・年末年
始を除く）

【国】月額

法人	 600万円
個人事業主	300万円

【香川県】

法人	 60万円
個人事業主	37.5万円

家賃支援給付金 【新設】
＊家賃・地代の負担軽減を目的とした、テナント事業者への給付金（最大6カ月分）
　【要　　件】5月～12月、①いずれか1カ月の売上が前年同月比▲50％以上、あるいは、

②連続する3カ月の売上が前年同期比▲30％以上の事業者
　【給 付 額】法人：最大600万円
　　　　　　　（75万円まで給付率3分の2、75万円を超える部分は3分の1。上限100万円）
　　　　　　個人事業主：月額最大300万円
　　　　　　　（37.5万円まで給付率3分の2、37.5万円を超える部分は3分の1。上限50万円）
　【申請期限】2021年1月15日
香川県家賃応援給付金 【新設】
　【要　　件】国の家賃支援給付金を受けた事業者
　【給 付 額】法人：国の給付金額の原則10分の1で最大60万円
　　　　　　個人事業主：国の給付額の原則8分の1で最大37.5万円　
　【申請期限】2021年3月1日

家賃支援金コールセンター
　0120-653-930
　[平日・土日祝日]
　8：30～19：00

香川県家賃応援給付金
コールセンター 
　電話：087-832-3800	
（午前9時から午後5時ま
で、休日・土曜日・年末年
始を除く）

従
業
員
を
休
業
さ
せ
た

1日

1万5,000円

雇用調整助成金 特例措置・緊急雇用安定助成金 【新設】
＊従業員に一時的に休業してもらう等して雇用の維持を図った場合、支払った休業手当
等の一部が助成される（対象日は4月1日から9月30日まで）

　【要　　件】任意の月の売上げが前年同月比▲5％以上の事業者
　【助 成 率】100％
　【申請期限】支給対象期間の末日の翌日から2カ月以内	

厚労省
雇用調整助成金特例措置
コールセンター
　0120-60-3999
　［全日］9：00～21：00

1日

1万5,000円
＊2月27日から3月31日まで
　の休暇分は最大8,330円

小学校休業等対応助成金 【新設】
＊小学校等の臨時休業により、子の世話で保護者である従業員（正規・非正規を問わず）
が休業する際に特別の有給休暇を習得させた事業者に対する助成金（対象日は2月
27日から9月30日まで）

　【助 成 率】100％
　【申請期限】郵送で、12月28日まで	

厚労省
学校等休業助成金・支援金
コールセンター
　0120-60-3999
　［全日］9：00～21：00

誰
で
も
ＯＫ

1人 10万円
（一律の額）

特別定額給付金
　【対　　象】基準日（4月27日）時点の住民基本台帳登録者
　【申請期限】郵送かオンラインで、
　　　　　　郵送方式の申請受付開始日から3カ月以内（市区町村ごとに異なる）	

総務省
特別定額給付金
コールセンター
　0120-260020
　［全日］9：00～20：00

医
療
従
事
者

1人 5万円
（一定要件で最大20万円）

医療従事者への慰労金（新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金） 【新設】
　【対　　象】①都道府県から役割を認定された医療機関等（重点医療機関等）に勤務し、
　　　　　　　患者と接する医療従事者や職員：最大20万円
　　　　　　②その他の病院や診療所に勤務し、患者と接する医療従事者や職員：5万円	

※「その他の病院や診療所」とは、新型コロナ感染症患者の受診を問わず、
　歯科医療機関も含まれる。
※いずれも対象者からの代理受領委任による医療機関申請となる。

　【申請期限】2021年２月末日（早期の支払のためには2020年12月末日までの申請が必要）

※詳細につきましては、
香川県のホームページ
等でご確認ください。

無床診療所

100万円
＊有床診療所、病院は右記。

医療機関・薬局等における感染拡大防止等支援事業 【新設】
＊院内での新型コロナ感染拡大防止対策や診療体制確保等に要する費用の補助として
実費を支給。

　【対　　象】病院：200万円＋5万円×病床数
　　　　　　有床診療所：200万円（医科・歯科）
　　　　　　無床診療所：100万円（医科・歯科）
　※支援対象として想定される物品は明らかになり次第、掲載予定。
　【申請期限】2021年２月末日（早期の支払のためには2020年12月末日までの申請が必要）	

※詳細につきましては、
香川県のホームページ
等でご確認ください。

神奈川県保険医新聞より一部転載

新型コロナ対応関連
医療機関向け 給付金制度一

覧
医療従事者への慰労金申請方法、感染拡大防止対策支
援事業の申請方法を分かりやすく解説し
た手引きを香川県保険医協会のホームペ
ージに掲載しています。
https://www.kagawahik.com/

　第二次補正予算の成立に伴い、新型コロナウイルス感染
拡大の影響で減収する医療機関への国・自治体の給付金等
の制度が拡充・新設されました。今号では、給付金等を“も
らう”（返還の必要がない）制度に絞り紹介します。
　8月10日現在の制度の一覧です。

制度名 制度概要・拡充内容

新設された
制度

「家賃支援給付金」 テナント事業者への家賃補助
「新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金」 医療従事者への慰労金
「感染拡大防止等支援事業」 院内感染防止対策にかかる費用等への補助

拡充された
制度

「雇用調整助成金」 上限額の引き上げ、対象日の延長、助成率拡充
「小学校休業等対応助成金」 上限額の引き上げ、対象日と申請期間の延長

院
内
感
染
防
止

対
策
措
置
を
講
じ
た

毎月１回20日発行2020年8月20日発行 NO.428 平成13年12月26日
第三種郵便物認可（  　　　 ） 香川県保険医協会会報 (  )2



　

連
日
東
京
や
大
阪
で
感
染
者

数
が
記
録
を
更
新
し
続
け
る
中
、

香
川
で
も
２
か
月
半
ぶ
り
の
感

染
者
の
出
現
で
緊
張
が
走
っ
た
。

30
歳
の
感
染
者
の
子
ど
も（
１

歳
児
）を
診
察
し
て
い
た
小
児

科
医
は
、
母
親
か
ら
父
親
が
陽

性
で
あ
る
と
の
電
話
連
絡
を
受

け
た
。
１
歳
児
の
受
診
時
の
症

状
は
、
熱
は
な
く
、
咳
と
鼻
水

の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

後
１
歳
児
も
陽
性
と
判
明
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
職
員
、

父
親
の
勤
め
先
、
全
て
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
行
わ
れ
、
幸
い
に
も

一
人
も
陽
性
者
は
出
な
か
っ
た
。

保
健
所
の
話
で
は
、
通
常
マ
ス

ク
着
用
の
外
来
診
察
で
は
医
師

は
濃
厚
接
触
者
に
当
た
ら
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
所
長

の
言
う
こ
と
に
は「
先
生
、念
の

た
め
、
今
後
の
た
め
に
も
検
査

を
し
ま
し
ょ
う
」と
勧
め
ら
れ
、

仕
事
を
一
日
休
ん
で
保
健
所
に

行
き
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
。

夕
方
結
果
の
電
話
が
あ
り
陰
性

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
の
診

察
日
か
ら
安
心
し
て
診
療
に
入

れ
た
そ
う
だ
。
近
し
い
友
人
が

Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
受
け
た
こ
と
で
、
い

よ
い
よ
こ
ち
ら
も
他
人
事
で
は

な
い
、緊
迫
感
が
襲
っ
て
く
る
。

　

ま
さ
に
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
だ
。

す
ぐ
そ
ば
に
落
ち
る
こ
と
も
、

も
う
時
間
の
問
題
か
も
し
れ
な

い
。
感
染
者
が
診
察
で
分
か
る

訳
も
な
い
。
熱
が
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
、
常
に
陽
性
者
と
し

て
診
る
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
小
児
科
に
は
も
う
一
つ

圧
し
掛
か
る
こ
と
が
あ
る
。
ウ

イ
ズ　

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
時
代

の
生
き
方
で
人
々
が
、
小
さ
い

子
ど
も
ま
で
も
が
皆
、う
が
い
、

手
洗
い
、マ
ス
ク
、ソ
ー
シ
ャ
ル　

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
、
ま
っ
た
く

い
つ
も
の
小
児
感
染
症（
水
痘
、

ム
ン
プ
ス
、手
足
口
病
、ヘ
ル
パ

ン
ギ
ー
ナ
、リ
ン
ゴ
病
、溶
連
菌

感
染
症
、感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
）

が
ま
っ
た
く
流
行
ら
ず
、
全
国

す
べ
か
ら
く
小
児
科
医
院
は
閑

古
鳥
で
あ
る
。
新
し
い
生
き
方

は
、雑
多
な
感
染
症
を
防
ぎ
、無

駄
な
医
療
費
が
削
減
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
状
況
に
は
正
論
過
ぎ

て
文
句
も
言
え
な
い
。
多
く
の

業
種
が
喘
い
で
い
る
。
特
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
依
存
し
て
い
た

観
光
業
。
一
日
当
た
り
東
京
で

3
6
0
、大
阪
で
1
5
0
、日
本

全
体
で
1
0
0
0
人
の
陽
性
者

の
中
、無
理
や
り
の
G
o	

T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
。
爆
弾
が

い
つ
落
ち
、
い
つ
大
型
ク
ラ
ス

タ
ー
が
破
裂
す
る
か
わ
か
ら
な

い
中
で
、
じ
り
貧
の
経
営
を
続

け
て
い
く
。
こ
ん
な
状
況
が
続

く
と
す
れ
ば
ま
さ
に　

戦
時
下

で
あ
る
。
笑
い
ご
と
で
も
冗
談

で
も
な
い
こ
ん
な
日
が
来
る
と

は
。
庭
を
耕
し
て
野
菜
で
も
作

る
準
備
を
し
な
く
て
は
。

　

昨
年
末
か
ら
流
行
し
は
じ
め

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
。
こ
の
流
行
を
、
世
間
で
は

「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
今
ま
で
特
に
使
っ
た

こ
と
も
な
か
っ
た「
禍
」と
い
う

漢
字
だ
が
、
よ
く
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た
。

　

中
学
三
年
生
で
習
う
漢
字
で
、

音
読
み
で
は
、「
カ
」と
読
み
、訓

読
み
で
は
、「
わ
ざ
わ
い
」と
か
、

「
ま
が
」と
か
と
読
む
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
の
最
中
に
我
が
家
で
は

更
な
る
禍
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

子
供
達
が
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー

モ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
入
院

し
た
。
そ
の
上
、
付
き
添
い
中

の
私
の
右
下
腹
部
を
、
激
痛
が

走
っ
た
。
近
医
を
受
診
し
た
が
、

子
供
か
ら
の
感
染
を
疑
わ
れ
感

冒
薬
を
処
方
さ
れ
た
。
主
人
も

医
師
な
の
で
相
談
し
た
の
だ
が
、

「
我
慢
し
た
ら
？
？
」と
あ
っ
さ

り
あ
し
ら
わ
れ
た
。

　

私
も
素
直
な
性
格
な
の
で
、

痛
み
を
我
慢
し
な
が
ら
処
方
し

て
も
ら
っ
た
感
冒
薬
を
飲
ん
で

夜
を
迎
え
た
の
だ
が
、
い
よ
い

よ
痛
み
は
強
く
な
り
と
う
と
う

我
慢
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ

ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

夜
間
救
急
を
受
診
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
C
T
撮
影

し
て
も
ら
っ
て
や
っ
と
虫
垂
炎

の
診
断
が
下
り
救
急
車
に
乗
っ

て
、
総
合
病
院
に
入
院
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

手
術
は
内
視
鏡
下
で
の
簡
単

な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

腹
膜
炎
も
併
発
し
て
い
て
、
一

週
間
ほ
ど
の
入
院
期
間
で
あ
っ

た
。
出
産
を
三
度
も
経
験
し
て

い
る
が
、
虫
垂
炎
の
痛
み
は
そ

の
比
で
は
な
か
っ
た
。
腹
膜
炎

と
は
、
痛
い
は
ず
で
あ
る
。
こ

れ
は
、ま
さ
に「
禍
」で
あ
っ
た
。

　
「
禍
」と
い
う
字
を
使
う
こ
と

わ
ざ
に
は
、「
禍
福
は
糾
え
る
縄

の
如
し
」と
か
、「
禍
を
転
じ
て

福
と
な
す
」と
い
う
の
が
あ
る
。

私
に
と
っ
て
の
入
院
は
、
忙
し

い
子
育
て
と
仕
事
の
臨
時
休
暇

（
強
制
休
暇
？
）と
な
っ
た
。
入

院
中
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と

が
で
き
体
力
を
少
し
は
蓄
え
ら

れ
た
。

　

今
、
私
た
ち
に
襲
い
か
か
っ

て
き
て
い
る「
コ
ロ
ナ
禍
」
も
、

い
つ
か
は
何
か
い
い
こ
と
を
も

た
ら
し
て
く
れ
た
と
私
た
ち
が

思
え
る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う

か
？
少
な
く
と
も
何
か
を
学
べ

る
機
会
に
は
し
た
い
も
の
で
あ

る
。

　

勤
務
時
間
・
勤
務
日
数
が
通

常
の
職
員
の
４
分
の
３
未
満（
※

１
）で
、
以
下
の
４
要
件
を
全
て

満
た
す
方
が
、対
象
と
な
る「
短

時
間
職
員
」で
す
。

（
1
）週
の
所
定
労
働
時
間
が
20

時
間
以
上（
※
２
）

（
2
）月
額
賃
金
８
万
８
千
円
以

上（
※
２
）

（
3
）雇
用
期
間
が
１
年
以
上
見

込
ま
れ
る
こ
と

（
4
）学
生
で
な
い
こ
と

※
１	

勤
務
時
間
・
勤
務
日
数
が
通
常

の
４
分
の
３
以
上
の
方
は
、
通
常

の
職
員
と
同
様
に
社
会
保
険
の
加

入
者
と
な
り
ま
す
。

※
２	

就
業
規
則
・
雇
用
契
約
等
で
定

め
ら
れ
た
労
働
時
間
お
よ
び
そ
れ

に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た
賃
金
を

指
し
ま
す
。

◆
労
使
合
意
が
必
要
で
す

　

同
意
対
象
者（
※
３
）の
２
分
の

１
以
上
と
、事
業
主
と
の
間
で
、

「
短
時
間
職
員
」が
社
会
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
合

意
が
必
要
で
す
。

　

加
入
の
手
続
き
に
あ
た
っ
て

は
、（
1
）～（
3
）の
い
ず
れ
か（
※

４
）を
添
付
の
う
え
、「
任
意
特
定

適
用
事
業
所
申
出
書
」を
、年
金

事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
）同
意
対
象
者
の
過
半
数
で

組
織
す
る
労
働
組
合
の
同

意
書

（
２
）同
意
対
象
者
の
過
半
数
を

代
表
す
る
者
の
同
意
書

（
３
）同
意
対
象
者
の
２
分
の
１

以
上
の
同
意
書

※
３	

「
同
意
対
象
者
」と
は
、厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
、
70
歳
以
上

被
用
者
お
よ
び「
短
時
間
職
員
」を

指
し
ま
す
。

※
４	

同
意
対
象
者
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
は

（
１
）を
、
な
い
場
合
に
は（
２
）ま

た
は（
３
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
点
は
、管
轄
の
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

◆
人
材
確
保
、定
着
の
た
め
に

　

収
入
が
１
３
０
万
円
を
超
え

て
い
る
た
め
に
被
扶
養
者
に
な

れ
ず（
特
に
看
護
師
は
給
料
が

高
い
の
で
）、国
民
年
金
及
び
国

民
健
康
保
険
に
加
入
中
で
あ
り
、

子
供
が
小
さ
い
た
め
に
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
し
か
働
け
な
い
職
員

が
い
る
医
院
で
は
、
該
当
者
か

ら
聞
き
取
り
を
し
、
検
討
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

週
所
定
労
働
時
間
が
20
時

間
の
看
護
師
か
ら
、「
家
庭
の

事
情
で
、
正
職
員
と
同
じ
よ

う
な
労
働
時
間
は
無
理（
子

供
が
小
さ
い
の
で
）、た
だ
収

入
が
も
っ
と
必
要
な
の
で
、

週
24
時
間
～
28
時
間
程
度
働

き
た
い
、
そ
し
て
厚
生
年
金

保
険
・
健
康
保
険
に
も
加
入

し
た
い
」と
の
要
望
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
年
５
日
間
の
年
次
有
給

休
暇
の
義
務
」へ
の
対
応
の

こ
と
も
あ
り
、
可
能
な
こ
と

は
協
力
す
る
方
向
で
早
急
に

話
合
う
つ
も
り
で
す
。（
時
間

給
の
ア
ッ
プ
、シ
フ
ト
表
の
基

本
形
、今
後
の
見
通
し
な
ど
）

　

短
時
間
職
員
の
厚
生
年
金

保
険
・
健
康
保
険
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

職
員
は
１
２
人
で
加
入
者

は
８
人
、
あ
と
３
人
は
雇
用

保
険
の
未
加
入
者
で
す
。
正

職
員
の
週
所
定
労
働
時
間
は

40
時
間
で
す
。

	　

５
０
０
人
以
下
の
企
業
で
も
、

労
使
の
合
意
に
よ
り
、一
定
の
要

件
を
満
た
す
短
時
間
職
員
の
方

も
、社
会
保
険（
厚
生
年
金
保
険
・

健
康
保
険
）に
加
入
で
き
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
平
成
29
年
４
月

か
ら
）

◆
対
象
と
な
る
方（
短
時
間
職

員
）

月額賃金 １５万円 １８万円

健康保険（40歳未満） ７，７５５円 ９，３０６円

厚生年金保険 １３，７２５円 １６，４７０円

自己負担額合計 ２１，４８０円 ２５，７７６円

コ
ロ
ナ
禍
は
氷
河
期
・
巨
大
隕
石

落
下
・
第
二
次
世
界
大
戦
に
匹
敵

す
る
？

善
通
寺
市
　
西
川
　
清	

　
　  
禍

高
松
市
　
細
江
美
知	

や
る
気
を
引
き
出
す
雇
用
管
理

第149回

短
時
間
職
員
か
ら
厚
生
年
金
保
険
・
健
康
保
険
に
加
入
し
た
い
と
の
要
望

優
秀
な
看
護
師
の
定
着
・
確
保
の
た
め
に
¦
労
使
の
合
意
が
あ
れ
ば
加
入

可
能

社
会
保
険
労
務
士
　
桂 

好
志
郎
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私
た
ち
の
周
り
の
毎
日
の
出

来
事
は
、新
聞
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
生

活
環
境
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま

す
。
私
は
診
察
前
に
日
刊
新
聞

を
読
む
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
朝
食
中
も
ト
イ
レ
中

も
新
聞
を
読
ん
で
い
ま
す
。
最

近
、テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
が
身
近
に
な
り
、
若
者
は

新
聞
離
れ
が
し
て
い
る
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
忘
れ
て
は
い

け
な
い
報
道
な
ど
は
、
記
事
を

切
り
取
っ
て
保
存
で
き
る
の
で

便
利
で
す
。

　

新
聞
と
の
関
わ
り
は
、
私
の

小
学
校
時
代
、
父
親
か
ら「
毎

日
小
学
生
新
聞
」
を
読
む
こ
と

を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
で

す
。
広
く
知
識
を
持
つ
よ
う
に

と
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
当
時
の
敗
戦
後
の
復
興
期

に
当
た
り
、
朝
鮮
戦
争
な
ど
で

社
会
が
複
雑
で
も
う
一
つ
報
道

に
理
解
出
来
ず
興
味
が
湧
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
興
味
あ
る
記

事
は
、
プ
ロ
野
球
で
新
球
団
が

次
々
に
誕
生
。
セ
ン
ト
ラ
ル
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
二
リ
ー
グ
に

分
か
れ
て
試
合
を
行
う
こ
と
に

な
り
、パ
・
リ
ー
グ
の
盟
主
と
し

て
毎
日
新
聞
社
の「
毎
日
オ
リ

オ
ン
ズ
」
が
発
足
し
た
こ
と
で

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。「
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
」
か
ら
七
色
の

球
を
操
る
投
手
の
若
林
、
土
井

垣
、別
当
な
ど
主
力
選
手
が
、ノ

ン
プ
ロ
か
ら
火
の
玉
投
手
・
荒

巻
、西
本
、戸
倉
な
ど
の
入
団
で

都
会
的
な
縦
縞
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

で
勝
ち
進
み
セ
・
リ
ー
グ
覇
者
、

「
松
竹
ロ
ビ
ン
ス
」と
戦
い
優
勝

し
ま
し
た
。
そ
の
活
躍
は
新
鮮

で
頼
も
し
く
フ
ア
ン
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
毎
日
球
団
は
、

大
映
と
合
併
し
て「
大
毎
オ
リ

オ
ン
ズ
」、
現
在
は
、「
ロ
ッ
テ
・

マ
リ
ー
ン
ズ
」
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
社
会
を
広
く
知
っ

て
欲
し
い
と
の
父
の
期
待
に
応

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
反
省
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
、香
川
協
会
報
に「
日

刊
新
聞
拾
い
読
み
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
数

社
の
新
聞
を
読
み
比
べ
て
報
道

の
姿
勢
、
記
者
が
ど
こ
ま
で
食

い
込
ん
で
追
求
し
て
い
る
か
、

政
策
に
つ
い
て
の
真
の
目
的
は

ど
こ
に
あ
る
か
な
ど
の
論
評（
社

説
）を
参
考
に
し
な
が
ら
新
聞

記
事
を
切
り
取
り
、
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
、
57
歳
の
時
に

地
域
の
癌
検
診
で
伏
石
の
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
い
つ
も
の

よ
う
に
検
診
申
込
み
時
に
オ
プ

シ
ョ
ン
で
何
気
な
く
前
立
癌
の

欄
に
チ
ェ
ク
し
て
検
診
後
、
セ

ン
タ
ー
よ
り
速
達
で
泌
尿
器
科

受
診
し
て
く
だ
さ
い
と
紹
介

状
付
き
速
達
が
届
き
、
知
り
合

い
の
A
先
生
に
受
診
す
る
と
、

P
S
A
が
4
・
5
で
４
人
に
１

人
が
癌
と
の
こ
と
で
、
M
R
I

を
撮
影
し
て
く
る
よ
う
に
言
わ

れ
、
造
影
剤
点
滴
し
て
撮
影
し

て
、
知
り
合
い
の
放
射
線
医
の

M
先
生（
本
年
死
亡
）か
ら
初
期

が
ん
で
か
な
り
小
さ
い
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
だ
と
生
検
し
て
も

出
な
い
可
能
性
が
あ
り
経
験
上

ま
だ
20
年
は
問
題
な
い
人
が
多

い
と
の
こ
と
。
担
当
医
の
A
先

生
か
ら
し
ば
ら
く
ピ
ル（
女
性

ホ
ル
モ
ン
剤
）で
肥
大
も
あ
る

の
で
様
子
見
ま
す
と
の
こ
と
で

３
か
月
後
に
は
2
・
6
に
な
り
、

た
ぶ
ん
薬
の
副
作
用
で
10
キ
ロ

体
重
増
加
，
性
力
減
退
あ
り
、

2
年
ぐ
ら
い
で
薬
を
や
め
て
い

ま
し
た
が
、
２
年
前
の
職
員
検

診
で
P
S
A
が
8
・
5
と
指
摘

さ
れ
、
A
先
生
と
相
談
し
て
私

の
た
ま
た
ま
昔
の
患
者
で
現
在

医
大
教
授
の
杉
元
教
授
を
紹
介

さ
れ
、
私
の
休
診
日
に
合
わ
せ

て
木
曜
日
に
教
授
の
外
勤
先
で

２
０
１
９
年
１
月
生
検
受
け
経

過
観
察
含
め
局
所
麻
酔
で
２
時

間
で
終
わ
り
ま
し
た
。
か
な
り

痛
か
っ
た
で
す
。、医
大
だ
と
入

院
し
て
の
生
検
で
す
。
結
果
、

14
本
中
１
本
前
立
腺
が
ん
、
グ

リ
ー
ン
ス
コ
ア
３
＋
３
＝
６
で
、

低
リ
ス
ク
前
立
腺
が
ん
と
診
断
。

今
後
の
方
針
と
し
て
○
手
術
、

○
放
射
線
で
小
線
源
○
監
視
療

法（
P
S
A
を
３
が
月
毎
と
１

年
お
き
の
再
生
検
と
M
R
I
撮

影
）

　

私
の
場
合
は
手
術
の
適

応
で
は
な
い
と
言
わ
れ
、
私

の
希
望
で
監
視
療
法
選
び
、

P
S
A
が
８
月
１
６
・
1
2
0　

11
月
２
１
・
０
０
で
覚
悟
を
決

め
て
そ
の
日
に
小
線
源
の
予
約

入
れ
て
今
年
３
月
17
日
入
院
18

日
オ
ペ
約
3
時
間
半
、
19
日
隔

離
、
検
査
20
日
退
院
時
、
体
表

面
か
ら
１
m
で
０
・
０
０
１
８

m
S
v
／
時
間
、
体
の
左
右
45

度
真
横
は
骨
盤
あ
る
の
で
影

響
な
い
と
の
こ
と
、
４
月
14
日

P
S
A
0
・
2
5
8　

６
月
11

日
0
・
0
2
4
で
現
在
に
至
り

ま
す
。
退
院
後
問
題
な
い
と
言

わ
れ
た
の
で
す
が
自
主
的
に
放

射
線
防
護
服
を
改
良
し
て
２
週

間
は
腰
回
り
に
診
察
時
に
サ
ス

ペ
ン
ダ
ー
で
保
護
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
頻
尿
の
み（
2
時

間
お
き
目
覚
め
ま
す
）で
半
年

後
に
は
放
射
線
ほ
と
ん
ど
影
響

な
い
と
の
こ
と
で
孫
を
抱
く
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
胸
の
集
団
X
線

検
診
で
は
、
１
回
あ
た
り
０
・

０
５
m
S
v
の
被
ば
く
を
受
け

ま
す
。
尚
、
こ
の
小
線
源
治
療

は
香
川
県
で
は
医
大
の
み
で
、

保
険
適
応
で
３
割
負
担
で
30
万

円
弱
で
原
則
３
泊
４
日
で
す
。

　

三
月
に
車
を
買
い
替
え
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
乗
っ
て
い
た
の

は
ホ
ン
ダ
の
Ｎ
-ワ
ン
。
ミ
ラ
ノ

レ
ッ
ド
と
黒
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー

で
、う
ち
の
奥
さ
ん
の
お
気
に
入

り
、友
人
に
も
好
評
で
し
た
。
で

も
、自
動
ブ
レ
ー
キ
は
、「
一
応
付

い
て
い
ま
す
」レ
ベ
ル
の
も
の
で

し
た
。

　

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、運
転
し

て
い
て
ア
レ
ッ
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
り
し
て
・
・
や
っ
ぱ
り

歳
か
な
・
・
・
、と
そ
ん
な
折
、サ

ポ
カ
ー
補
助
金
の
ニ
ュ
ー
ス
が

目
に
入
り
ま
し
た
。
六
十
五
才

以
上
な
ら
軽
自
動
車
で
も
七
万

円
も
ら
え
る
と
い
う
の
で
す
。

年
を
取
る
の
も
悪
い
こ
と
ば
か

り
じ
ゃ
な
い
、五
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
Ｎ
-ワ
ン
に「
ご
め
ん
ね
」

と
言
っ
て
、記
念
写
真
も
撮
っ
て

下
取
り
に
出
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
し
く
お
嫁
入
し
て

き
た
の
は
、ダ
イ
ハ
ツ
の
ト
コ
ッ

ト
、
最
新
の
自
動
ブ
レ
ー
キ
装

着
で
無
駄
な
装
飾
を
な
く
し
た
、

超
お
買
い
得
モ
デ
ル
。
Ｎ
-ワ

ン
の
下
取
り
が
結
構
な
価
格
で

だ
っ
た
の
で
、
年
金
の
一
部
で

買
え
ま
し
た
。
色
は
シ
ル
バ
ー

メ
タ
リ
ッ
ク
、
奥
さ
ん
の
友
達

か
ら
は「
え
ら
い
地
味
な
車
に

な
っ
た
ん
や
ね
」
と
言
わ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
売
る
と
き
に
高

い
値
が
付
く
の
が
黒
か
白
か
シ

ル
バ
ー
だ
そ
う
で
、
年
金
で
買

う
ん
だ
か
ら
こ
こ
ら
も
シ
ビ
ア

で
な
い
と
・
・
・
。

　

さ
て
、ト
コ
ッ
ト
、女
性
チ
ー

ム
が
企
画
開
発
し
た
可
愛
い
車

で
す
が
、
先
代
の
コ
コ
ア
の
よ

う
な
女
の
子
女
の
子
し
た
と
こ

ろ
が
な
く
て
、お
じ
さ
ん（
お
じ

い
さ
ん
？
）が
の
っ
て
も（
そ
れ

ほ
ど
）恥
ず
か
し
い
気
を
し
な

い
で
す
み
ま
す
。
製
造
コ
ス
ト

を
低
く
す
る
た
め
、
最
近
の
軽

自
動
車
の
よ
う
に
背
高
の
っ
ぽ

で
あ
り
ま
せ
ん
。
街
で
も
あ
ま

り
見
か
け
な
い
の
で
、
外
車
に

乗
っ
て
い
る
気
分
・
・
・
？

　

運
転
席
に
座
る
と
、
窓
ガ
ラ

ス
は
広
く
て
四
角
、
着
座
位
置

が
低
い
ち
ょ
っ
と
独
特
な
雰
囲

気
で
す
。
こ
の
感
じ
・
・
・
ど
こ

か
で
・
・
・
、そ
う
そ
う
、む
か
し

「
座
っ
て
み
た
」Ｂ
Ｍ
Ｃ
ミ
ニ
が

こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
・
・
・
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｃ
ミ
ニ
は
、軽
自
動
車
よ

り
小
さ
い
車
体
に
斬
新
な
技
術

を
詰
め
込
み
、一
九
五
九
年
か
ら

四
十
一
年
間
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

な
し
の
名
車
で
し
た
。
買
う
お

金
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、展
示
場

で
運
転
席
に「
座
ら
せ
て
も
ら
っ

た
」記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

近
所
の
小
さ
な
車
屋
さ
ん
の

隅
っ
こ
に
、
く
た
び
れ
た
古
い

Ｂ
Ｍ
Ｃ
ミ
ニ
が
長
い
間
、
展
示

（
放
置
？
）さ
れ
て
い
ま
し
た
。

先
日
ト
コ
ッ
ト
を
運
転
し
て
通

り
か
か
っ
た
ら
、
居
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
誰
か
に
買
っ
て

も
ら
っ
た
の
か
な
、
も
し
か
し

て
廃
車
に
・
・
・
。
ど
ん
な
経
歴

の
車
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。

ど
ん
な
オ
ー
ナ
ー
に
乗
り
継
が

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
・
・
・
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

お
気
に
入
り
の
ト
コ
ッ
ト
を

と
っ
と
こ
と
っ
と
こ
走
ら
せ
て

い
ま
す
。

新
聞
と
私

「
毎
日
小
学
生
新
聞
」を

　
　
　
　
　
読
ん
で
い
た
頃

東
か
が
わ
市
　
三
木
登
志
也

初
期
が
ん
を
経
験
し
て
。

香
川
県
　
64
歳
　
匿
名
希
望

ト
コ
ッ
ト
で
と
っ
と
こ
と
っ
と
こ

丸
亀
市
　
松
村
幸
治
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こ
の
年
末
年
始
の
6
日
間
、

妻
と
共
に
イ
ン
ド
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
。
広
い
イ
ン
ド
で
今
回

訪
れ
た
の
は
、
黄
金
の
三
角
地

帯
と
呼
ば
れ
る
デ
リ
ー
、

ア
グ
ラ
、ジ
ャ
イ
プ
ー
ル

の
ご
く
狭
い
地
域
で
、ム

ガ
ー
ル
帝
国（
16
～
17
世

紀
）が
栄
え
た
所
で
あ
る
。

　

ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
で
は
、

ア
ン
ベ
ー
ル
帝
国「
ア
ン

ベ
ー
ル
城
」（
16
世
紀
）（
写

真
1
）、「
水
の
宮
殿
」（
写

真
2
）、
風
の
宮
殿「
パ

ワ
ー
・
マ
ハ
ル
」（
16
世
紀
）

（
６
面
写
真
1
）と
ピ
ン

ク
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る

市
街
地
、「
シ
テ
ィ
パ
レ

ス
」（
18
世
紀
）、
そ
し
て

「
天
文
台
」、「
ジ
ャ
ン
タ
ル
・
マ
ン

タ
ル
」（
18
世
紀
）（
写
真
3
）、階

段
井
戸「
チ
ャ
ン
ド
・
バ
オ
リ
」

を
観
た
。

　

ア
グ
ラ
で
は
、
夢
に
ま
で
見

た
白
亜
の「
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ー
ル
」

（
17
世
紀
、ム
ガ
ー
ル
第
5
代
皇

帝
妃
の
墓
）（
6
面
写
真
2
）、こ

こ
は
民
族
衣
装
の
サ
リ
ー
と
ク

レ
タ
を
着
て
の
見
学
。
5
代
皇

帝
が
息
子
に
軟
禁
さ
れ
た
城「
ア

グ
ラ
城
」
は
赤
褐
色
の
石
造
り

だ
っ
た
。

　

デ
リ
ー
で
は
、「
イ
ン
ド
門
」、

「
フ
マ
ユ
ー
ン
廟
」（
16
世
紀
ム

ガ
ー
ル
2
代
皇
帝
の
妃
が
創

建
）、「
レ
ッ
ド
ホ
ー
ト
」（
16
世
紀

ム
ガ
ー
ル
5
代
皇
帝
の
居
城
）、

「
ラ
ー
ジ
ガ
ー
ド
」（
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
の
埋
葬
地
）、「
ク
ト
ゥ

ブ
・
ミ
ナ
ー
ル
」（
13
世
紀
、最
初

の
イ
ス
ラ
ム
王
朝
の
モ
ス
ク
）（
写

真
4
）。
さ
ら
に
ア
グ
ラ
郊
外
の

「
フ
ァ
テ
ー
ブ
ル
・
シ
ー
ク
リ
ー
」

（
ア
ク	

バ
ル
帝
の
城
）（
写
真
5
）

も
観
光
し
た
。

　

旅
行
中
の
食
事
は
、
主
食
は

ナ
ン
と
イ
ン
ド
米
、副
食
は
種
々

の
カ
レ
ー
で
あ
っ
た
。
カ
レ
ー

以
外
の
料
理
も
カ
レ
ー
味
で
、

辛
い
料
理
が
苦
手
な
私
に
は
少

し
つ
ら
か
っ
た
。

　

今
回
、
訪
ね
た
イ
ン
ド
の
歴

史
的
建
造
物
は
、
荘
厳
で
美
し

く
魅
了
さ
れ
た
。
一
方
で
、
街

に
は
ゴ
ミ
が
多
く
、
牛
・
豚
・
犬

等
の
動
物
が
そ
こ
か
し
こ
に
放

し
飼
い
さ
れ
て
お
り
、
不
潔
な

印
象
が
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
。
特

に
宗
教
上
、
聖
な
る
動
物
と
さ

れ
て
い
る
牛
は
我
が
物
顔
だ
っ

た
。
路
上
生
活
者
も
目
に
つ
き
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
外
壁

に
テ
ン
ト
を
付
け
て
、
ご
く
自

然
に
生
活
し
て
い
る
光
景
に
は

驚
い
た
。
中
で
も
私
の
心
が
痛

ん
だ
の
は
、
小
学
生
位
の
痩
せ

た
子
供
が「
お
腹
す
い
た
」「
お

金
頂
戴
」
と
せ
が
ん
で
く
る
こ

と
だ
っ
た
。
路
上
で
綱
渡
り
を

し
て
、
金
集
め
を
し
て
い
る
子

供
も
い
た（
写
真
6
）。
私
は
10

ル
ビ
ー
札（
1
7
0
円
）を
何
人

か
に
与
え
た
。
み
ん
な
喜
ん
で

お
り
、
イ
ン
ド
人
ガ
イ
ド
も
感

謝
し
て
く
れ
た
。
イ
ン
ド
社
会

の
中
で
の
、
貧
困
と
格
差
を
強

く
感
じ
た
。

　

イ
ン
ド
は
紀
元
前
25
世
紀
に

イ
ン
ダ
ス
文
明
が
始
ま
り
、
仏

教
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
そ

の
後
、
い
く
つ
か
の
王
朝
を
経

て
、
17
世
紀
以
降
イ
ギ
リ
ス
の

支
配
を
受
け
、第
二
次
大
戦
後
、

ガ
ン
ジ
ー
の
指
導
の
下
で

独
立
し
た
。
独
立
後
カ
ー

ス
ト
制
は
憲
法
で
禁
じ

ら
れ
た
が
、宗
教
上
や
社

会
の
中
に
は
、実
質
的
な

カ
ー
ス
ト
思
想
が
少
な
か

ら
ず
残
っ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
イ
ン
ド
は
、
経
済

的
発
展
は
し
て
い
る
が
、

モ
デ
ィ
ー
政
権
に
な
っ
て

宗
教
的
寛
容
政
策
が
変
わ

り
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
至
上
主

義
が
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、

核
兵
器
を
持
つ
軍
事
国
家

と
し
て
の
方
向
や
、
差
別

と
国
民
へ
の
抑
圧
も
強
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
日
本

も
他
人
事
で
は
無
い
）。
イ
ン
ド

で
も
様
々
な
国
民
の
運
動
は
起

こ
っ
て
い
る
。
一
日
も
早
く
、平

和
志
向
の
差
別
の
無
い
国
へ
と

向
か
っ
て
欲
し
い
と
、こ
の
旅
行

で
思
い
を
強
く
し
た
。
今
、イ
ン

ド
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
世

界
3
位
と
な
っ
て
お
り
、自
国
の

対
策
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
対
策
の

国
際
的
共
同
の
強
化
を
強
く
望

み
た
い
。

　

と
に
か
く
、イ
ン
ド
は
広
い
。

い
つ
か
イ
ン
ド
の
他
の
地
方
も

訪
ね
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

		

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
国
内
で
初
め
て
判
明
し

て
か
ら
半
年
と
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
死
者
が
1
0
0
0
人
を
越
し
、

７
月
に
入
り
首
都
圏
や
大
阪
な

ど
で
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る

真
っ
最
中
に
、G
o
T
o
ト
ラ
ベ

ル
が
始
ま
っ
た
。

　

お
ま
け
に
、
数
十
年
に
1
度

と
い
わ
れ
る
豪
雨
の
被
害
が
頻

発
し
て
い
る
。
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
、
今

後
も
各
地
で
起
こ
り
得
よ
う
。

豪
雨
が
去
っ
た
ら
去
っ
た
で
猛

暑
が
待
つ
。
楽
し
い
は
ず
の
旅

も
、天
気
予
報
と
コ
ロ
ナ
接
触
ア

プ
リ
を
見
な
が
ら
、暑
い
中
マ
ス

ク
を
し
て
、
3
密
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
大
声
を
出
さ
ぬ
よ
う
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
の

G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

何
年
か
を
見
渡
し
て
も
、
と

り
わ
け
暮
ら
し
づ
ら
い
夏
に
な
っ

た
。
雨
も
、お
日
さ
ま
も
ど
こ
か

容
赦
な
い
。
全
国
北
か
ら
南
ま

で
多
く
の
祭
礼
が
中
止
に
な
っ

た
。
町
に
も
村
に
も
、山
車
や
神

輿
が
出
な
い
。
賑
や
か
な
お
囃

子
も
、屋
台
の
匂
い
も
、花
火
大

会
も
お
預
け
で
あ
る
。
高
校
野

球
は
、無
観
客
。
懐
か
し
い
記
憶

が
子
供
達
か
ら
欠
け
落
ち
る
か

と
思
う
と
や
る
せ
な
い
。
し
か

も
、夏
休
み
は
短
く
な
る
。
少
年

少
女
に
、ど
ん
な
思
い
出
を
作
っ

て
や
れ
る
の
だ
ろ
う
。
先
日
、新

聞
の
コ
ラ
ム
で
、風
の
谷
の
ナ
ウ

シ
カ
の
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
読
ん
だ
。

な
る
ほ
ど
～
換
気
の
た
め
に
開

放
さ
れ
た
診
療
室
の
窓
か
ら
、

や
か
ま
し
過
ぎ
る
セ
ミ
の
聲
、

感
染
症
へ
の
不
安
を
募
ら
せ
る

人
間
を
よ
そ
に
、
動
物
や
植
物

は
活
力
を
増
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
し
て
い

る
我
々
の
世
界
が
、
風
の
谷
の

ナ
ウ
シ
カ
の
腐
海
に
あ
ま
り
に

も
似
て
い
る
の
だ
。
戦
争
で
巨

大
産
業
文
明
が
崩
壊
し
、
錆
と

セ
ラ
ミ
ッ
ク
片
に
お
お
わ
れ
た

荒
れ
た
大
地
に
、
有
毒
と
瘴
気

を
発
す
る
森
が
広
が
る
。
蟲
達

は
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る

が
、人
々
は
マ
ス
ク
無
し
に
は
入

る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
衰
退
し

た
人
間
を
描
い
た
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
だ
。

　

人
間
の
活
動
が
拡
大
し
、
自

然
界
の
破
壊
が
進
む
た
び
に
新

し
い
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
起
き

て
き
た
。
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

し
ま
っ
た
時
に
、人
体
で
は
病
気

を
発
症
し
、
国
際
政
治
は
戦
争

が
勃
発
す
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
崩

壊
か
ら
回
復
に
至
る
過
程
で
は
、

腐
海
も
感
染
症
も
、戦
争
も
一
定

の
役
割
が
あ
る
。
そ
う
考
え
る

と
、コ
ロ
ナ
は
自
然
界
と
人
間
界

の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
役
割

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
、ま
さ

に
ナ
ウ
シ
カ
の
世
界
が
現
実
化

し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
～
ク

ワ
バ
ラ
、ク
ワ
バ
ラ
～

イ
ン
ド
、黄
金
の
三
角
地
帯
を

旅
行
し
て

高
松
市
　
太
田
展
生

アンベール城（写真1）

水の宮殿（写真2）

ジャンタル・マンタル（写真3）

クトゥブ・ミナール（写真4）

ファテーブル・シークリー（写真5）

少女（写真6）

コ
ロ
ナ
禍
の
今
思
う
こ
と

高
松
市
　
宮
脇
守
男
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医療従事者への慰労飛行
高松市　宮脇守男

トンボの誕生
さぬき市　服部啓吾

トンボのダンス
東かがわ市　三木一美

たそがれ 仲多度郡　詫間隆弘 暴れだんじり 東かがわ市　三木登志也

タージ・マハール （インド  アグラ）
高松市　太田展生

パワー・マハル（風の宮殿） （シャイブール  インド）
高松市　太田展生
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